
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 「緑の回復と人間性の向上」をテーマとした緑につつまれた公園 

【施設の状況写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設の利用写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光資源としての利用状況】 

国営昭和記念公園は、東京都立川市・昭島市に位置する約１８０ha の国営公園として、昭和５

８年に開園しました。都内はもとより首都圏内から年間約２５０万人の来園者を迎えています。 

園内では、スプリングフェスタ、コスモスまつりなどの季節毎のイベントを実施している他、地元

商工会議所と協力して、毎年恒例となっている「立川花火大会」を開催しています。 

本公園のシンボルの一つである「みんなの原っぱ」では、学校遠足やマラソン大会などの学校

や企業等の団体による様々な催しも行われています。 

また、平成１６年１１月には、我が国初の公営の盆栽展示施設となる「盆栽苑」が開苑しまし

た。 

 

約１１ha の広さを有する芝生広場。休日は家族

連れなどで賑わいます。 
日本庭園に整備された盆栽苑。全国の盆栽愛

好家の皆様から寄贈いただいた名品盆栽約６０

鉢を鑑賞いただけます。 

公園のメインゲートに位置する「カナール」 
来園者を公園の中へと誘導します。 

伝統的な技術を生かした日本庭園。 
四季折々の季節感を表現した「池泉回遊式庭園」

です。 



（様式２）

テーマ 「緑の回復と人間性の向上」をテーマとした緑につつまれた公園 

【社会資本の基礎データ】 

○名称     国営昭和記念公園 

○所在地   東京都 立川市・昭島市 

○事業名   国営公園整備事業 

○事業主体  国土交通省 

○事業期間  昭和５３年～ 

【社会資本の役割・効果】 

○地域活性化効果 

本公園では、春はスプリングフェスタ、秋はコスモスまつり、冬にはウインタープレゼント 等、

１年間を通した各種イベントが開催されており、周辺地域はもとより首都圏各地から年間２５０万

人以上の来園者を迎える公園となっています。 

 

○余暇活用効果 

本公園には、公園のシンボルともいえる大ケヤキがそびえる「みんなの原っぱ」、不思議な仕

掛けや楽しい遊びがいっぱいの「こどもの森」、四季を通じて情緒あふれるたたずまいを見せる

「日本庭園」など、様々な施設があります。 

 

【位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連ホームページ】 国営昭和記念公園 http://www.ktr.mlit.go.jp/showa/ 

 

公園所在地 


